
北関東自動車道
　
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
っ
て
最
大
５
―

級
の
大
津
波
が
押
し
寄
せ
た
茨
城
県
の
港
。
各
港

の
埠
頭
用
地
に
は
、
液
状
化
に
よ
る
地
盤
沈
下
や
土

ふ
と
う

砂
の
堆
積
、
津
波
に
よ
る
建
物
や
自
動
車
の
被
害
が

各
所
に
見
ら
れ
た
。
北
関
東
３
県
で
唯
一
の
空
の
玄

関
、
茨
城
空
港
も
地
震
に
よ
り
天
井
が
剥
が
れ
落
ち

る
被
害
が
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
港
は
応
急
復
旧
に
よ

り
早
期
に
岸
壁
の
一
部
利
用
を
開
始
し
、
空
港
も
そ

の
機
能
を
取
り
戻
し
た
。
茨
城
県
は
東
日
本
大
震
災

に
も
挫
け
る
こ
と
な
く
、
国
の
「
重
点
港
湾
」
に
選

ば
れ
た
茨
城
港
と
、
開
港
１
周
年
を
迎
え
た
空
港
の

利
便
性
の
向
上
に
今
後
も
努
め
て
い
く
。

　
３
月

日
の
北
関
東
自
動
車
道
全
線

開
通
に
先
立
つ

日
、
深
緑
の
大
型
車

両
が
未
開
通
区
間
の
太
田
桐
生
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ

Ｉ
Ｃ

か
ら
佐
野
田
沼

Ｉ
Ｃ
へ
と
列
を
な
し
て
走
り
抜
け
て
い

っ
た
。
自
衛
隊
関
連
の
車
両
が
東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
で
あ
る
東
北
地
方
に

救
援
に
向
か
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

群
馬
県
経
済
の
活
性
剤
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
た
北
関
東
自
動
車
道
。
被
災
地

の
物
資
が
不
足
す
る
中
、
当
面
は
復
興

イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
役
割
を
担
う
。

太田桐生ＩＣから足利市 栃木方面 へと続く北関東自動車道

被
災
地
の
救
援
に
向
か
う
緊
急
車
両

３
月

日
撮
影
、
群
馬
・
太
田
市
内

茨城県群馬県

東
西
南
北
ア
ク
セ
ス
良
好

コ
マ
ツ
は
外
航
船
を
使
っ
た
輸
出
を
再
開
し
た

４
月

日
撮
影
、
茨
城
港
常
陸
那
珂
港
区
北
埠
頭

海
と
空
の
物
流
拠
点
活
用
に
期
待

さ
ら
に
利
便
性
向
上
港
湾
復
旧
急
ぎ
強
み
発
揮

　
茨
城
港
は
２
０
０
８
年

月
に
、
日
立
、
常
陸
那
珂
、

大
洗
の
３
港
を
一
体
化
す
る

こ
と
で
誕
生
し
た
。
東
京
港

湾
地
域
に
依
存
し
て
き
た
港

湾
物
流
の
一
翼
を
担
お
う

と
、
茨
城
県
北
地
域
と
北
関

東
内
陸
部
の
玄
関
口
「
北
側

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
」
を
目
指
し

て
い
る
。

　
日
立
港
区
は
、
メ
ル
セ
デ

ス
・
ベ
ン
ツ
日
本
の
陸
揚
げ

港
、
日
産
自
動
車
栃
木
工
場

の
自
動
車
の
一
部
輸
出
港

と
、
自
動
車
の
輸
出
入
基
地

と
し
て
の
側
面
が
強
い
。
今

後
は
第
５
埠
頭
に
東
京
ガ
ス

が
液
化
天
然
ガ
ス

Ｌ
Ｎ

Ｇ

備
蓄
基
地
を
建
設
す
る

こ
と
か
ら
、
輸
出
待
ち
の
自

動
車
置
き
場
が
不
足
す
る
た

め
、
新
た
に
４
万
平
方

の

用
地
を
確
保
し
、
今
年
秋
の

使
用
を
目
指
し
て
調
整
し
て

い
る
。
東
日
本
大
震
災
後

は
、
出
光
興
産
日
立
油
槽
所

茨
城
県
日
立
市

が
稼
働

再
開
に
伴
い
石
油
タ
ン
カ
ー

を
入
港
。
日
立
製
作
所
日
立

事
業
所

同

は
ガ
ス
タ
ー

ビ
ン
な
ど
の
荷
役
の
海
上
輸

送
を
再
開
し
た
。

　
常
陸
那
珂
港
区
は
、
外
内

貿
コ
ン
テ
ナ
船
や
国
際
Ｒ
Ｏ

Ｒ
Ｏ
船

自
走
ト
レ
ー
ラ
ー

荷
役
方
式

が
活
発
で
、
コ

マ
ツ
や
日
立
建
機
と
い
っ
た

建
設
機
械
メ
ー
カ
ー
の
輸
出

基
地
と
し
て
に
ぎ
わ
う
。
大

震
災
後
、
同
港
区
と
北
海
道

・
苫
小
牧
を
結
ぶ
定
期
Ｒ
Ｏ

Ｒ
Ｏ
船
の
出
入
港
の
一
部
再

開
や
、
生
産
を
再
開
し
た
コ

マ
ツ
が
外
航
船
を
使
っ
て
輸

出
し
始
め
る
な
ど
、
復
旧
の

手
を
早
め
て
い
る
。

　
だ
が
、
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ

ー
ン
の
最
大
吊
り
上
げ
重
量

の
増
加
や
大
水
深
岸
壁
の
整

備
な
ど
、
大
震
災
前
か
ら
の

課
題
に
加
え
、
一
部
で
耐
震

強
化
岸
壁
の
建
設
拡
大
の
声

も
あ
り
、
さ
ら
な
る
整
備
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

　
「
物
流
・
人
流
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
し
て
い
る
の
は
大

洗
港
区
だ
。
年
間
で

万
人

の
乗
降
客
が
大
洗
港
の
フ
ェ

リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
利
用
し

て
い
る
。
北
海
道
・
苫
小
牧

―
大
洗
間
を
運
航
す
る
商
船

三
井
フ
ェ
リ
ー

東
京
都
品

川
区

は
、
大
震
災
に
よ
り

大
洗
港
が
被
災
し
た
こ
と
か

ら
５
月
末
ま
で
の
運
航
休
止

を
予
定
。
代
替
と
し
て
貨
物

車
両
の
み
東
京
港
―
苫
小
牧

で
運
航
し
て
い
る
が
、
「
大

洗
―
苫
小
牧
は

時
間
程
度

だ
が
、
東
京
に
な
る
と

時

間
以
上
か
か
る
」

同
社
担

当
者

と
、
大
洗
港
の
早
期

利
用
再
開
を
期
待
す
る
。

　
一
方
、
空
の
玄
関
、
茨
城

空
港
は
開
港
か
ら
１
年
を
迎

え
た
。
国
内

番
目
の
空
港

と
し
て
、
ソ
ウ
ル
便
の
韓
国

・
ア
シ
ア
ナ
航
空
の
み
で
開

港
し
た
茨
城
空
港
は
、
こ
の

１
年
で
ス
カ
イ
マ
ー
ク
の
神

戸
、
名
古
屋
、
札
幌
便
、
中

国
・
春
秋
航
空
の
上
海
便
を

加
え
、
５
路
線
と
な
っ
た
。

ス
カ
イ
マ
ー
ク
は
需
要
の
高

い
路
線
に
機
材
を
集
約
す
る

方
針
で
６
月
か
ら
は
名
古
屋

便
が
運
休
さ
れ
る
代
わ
り
に

札
幌
便
が
２
往
復
に
増
便
す

る
方
針
を
示
し
て
い
る
。
茨

城
空
港
の
今
後
の
課
題
は
、

震
災
前
と
変
わ
ら
ず
、
就
航

路
線
と
新
規
航
空
会
社
の
確

保
に
あ
る
。

　
企
業
立
地
の
視
点
か
ら

も
、
県
は
全
線
開
通
の
効
果

を
大
い
に
期
待
す
る
。
常
磐

自
動
車
道
と
北
関
東
自
動
車

道
の
接
点
近
く
の
工
業
団
地

に
は
ま
だ
空
い
て
い
る
と
こ

ろ
も
多
く
、
「
海
と
空
の
玄

関
に
も
近
く
、
物
流
拠
点
に

活
用
し
て
も
ら
い
た
い
」

県
幹
部

と
誘
致
に
励

む
。
だ
が
、
県
の
目
下
の
取

り
組
み
は
、
県
内
の
工
業
団

地
を
利
用
す
る
既
存
企
業
の

復
旧
支
援
。
同
時
に
港
の
復

旧
作
業
も
進
め
て
い
く
。

「
常
陸
那
珂
港
区
を
早
期
に

復
旧
さ
せ
る
こ
と
で
、
北
関

東
自
動
車
道
の
全
線
開
通
の

強
み
が
発
揮
さ
れ
る
」

同

と
し
て
い
る
。

茨城空港は就航路線と
新規航空会社の確保が必須

商圏拡大を支援観光地、全国区に

　
県
内
に
は
首
都
圏
か
ら
新

潟
県
へ
と
続
く
関
越
自
動
車

道
、
関
越
道
か
ら
長
野
県
へ

と
続
く
上
信
越
自
動
車
道
、

首
都
圏
と
東
北
を
結
ぶ
東
北

自
動
車
道
が
通
る
。
こ
れ
ま

で
群
馬
県
は
南
北
に
対
す
る

ア
ク
セ
ス
性
に
関
し
て
は
恵

ま
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

　
一
方
、
東
西
を
結
ぶ
交
通

イ
ン
フ
ラ
が
長
年
の
課
題

で
、
「
陸
の
孤
島
」
と
揶
揄

や

ゆ

さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
県

内
の
高
速
道
路
同
士
を
つ
な

げ
る
北
関
東
自
動
車
道
は
、

栃
木
県
や
茨
城
県
へ
の
ア
ク

セ
ス
性
を
向
上
さ
せ
る
だ
け

で
な
く
、
群
馬
県
を
首
都

圏
、
甲
信
越
、
東
北
と
東
西

南
北
に
つ
な
が
る
東
日
本
の

道
路
交
通
の
要
へ
と
飛
躍
さ

せ
る
。

　
県
外
に
対
す
る
ア
ク
セ
ス

性
に
加
え
、
県
内
の
ア
ク
セ

ス
性
も
改
善
す
る
。
従
来
、

前
橋
市
な
ど
の
県
中
央
部
か

ら
館
林
市
や
板
倉
町
な
ど
県

東
部
ま
で
は
片
道
で
１
時
間

半
以
上
を
要
し
て
い
た
。
こ

れ
が
北
関
東
自
動
車
道
か
ら

東
北
自
動
車
道
へ
と
経
由
す

る
こ
と
で
、
１
時
間
程
度
に

短
縮
で
き
る
。

　
当
面
は
大
震
災
と
そ
れ
に

伴
う
自
粛
ム
ー
ド
の
影
響

を
受
け
そ
う
だ
が
、
中
長
期

的
に
は
県
内
企
業
の
商
圏
拡

大
に
期
待
で
き
る
。

　
群
馬
県
は
北
関
東
自
動
車

道
と
県
内
の
幹
線
道
路
を
つ

な
ぐ
イ
ン
フ
ラ
の
拡
充
を
急

い
で
い
る
。
Ｉ
Ｃ
周
辺
の
幹

線
道
路
を
中
心
と
し
た
「
７

つ
の
交
通
軸
」
の
強
化
に
、

前
年
度
比
約

％
増
の
約
２

１
０
億
円
を
投
じ
る
計
画

だ
。
ま
た
中
小
企
業
の
販
路

拡
大
を
支
援
す
る
た
め
、
日

立
製
作
所
と
日
産
自
動
車
を

対
象
に
し
た
展
示
商
談
会
を

開
く
。

　
工
業
団
地
の
造
成
も
加
速

し
て
い
る
。
住
宅
向
け
な
ど

に
造
成
し
た
団
地
の
一
部
を

産
業
系
へ
用
途
変
更
す
る
ほ

か
、
明
和
町
な
ど
で
新
た
に

工
業
団
地
を
造
成
中
。
い
ず

れ
も

年
秋
か
ら

年
に
か

け
て
分
譲
が
始
ま
る
。

　
背
景
の
一
つ
は
、
こ
こ
数

年
の
全
国
ト
ッ
プ
水
準
の
工

場
立
地
件
数

年
度
上
期

は

件
で
全
国
１
位

に
よ

る
空
き
の
工
業
団
地
が
減
少

だ
。
県
の
製
造
品
出
荷
額
の

３
割
超
を
占
め
る
自
動
車
関

連
の
ほ
か
、
森
永
製
菓
の
高

崎
市
の
ビ
ス
ケ
ッ
ト
工
場
や

東
洋
水
産
の
館
林
市
の
即
席

麺
工
場
な
ど
、
食
品
業
界
の

大
型
立
地
も
相
次
い
だ
。
工

業
団
地
の
在
庫
を
確
保
し
、

北
関
東
自
動
車
道
開
通
を
企

業
誘
致
に
結
び
つ
け
た
い
と

こ
ろ
。

　
た
だ
、
県
主
力
の
自
動
車

産
業
な
ど
は
生
産
拠
点
の
海

外
シ
フ
ト
が
進
ん
で
い
る
。

今
後
も
県
内
の
産
業
が
発
展

す
る
に
は
、
イ
ン
フ
ラ
の
充

実
と
同
時
に
、
地
場
企
業
の

国
際
競
争
力
を
高
め
る
た
め

の
支
援
が
欠
か
せ
な
い
。

　
群
馬
県
内
に
は
草
津
や
伊

香
保
、
四
万
、
み
な
か
み
な

ど
全
国
的
な
知
名
度
を
誇
る

温
泉
街
が
存
在
す
る
。
ま
た

尾
瀬
国
立
公
園
や
谷
川
岳
の

ほ
か
、
県
北
部
に
は
ス
キ
ー

場
も
数
多
く
あ
り
、
豊
富
な

観
光
資
源
に
囲
ま
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
観

光
地
が
群
馬
県
内
に
立
地
し

て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
必

ず
し
も
認
知
さ
れ
て
い
な

い
。

　
県
は
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
解

消
す
べ
く
、
７
―
９
月
に
Ｊ

Ｒ
グ
ル
ー
プ
と
共
同
で
「
群

馬
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
す

る
。
大
震
災
の
影
響
で
県
内

の
観
光
地
の
来
客
数
も
大
き

く
落
ち
込
ん
で
お
り
、
同
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
で
今
夏
以
降
に

巻
き
返
し
た
い
と
こ
ろ
だ
。

（ ） 【広告特集】 ２０１１年 平成２３年 ４月２７日 水曜日 　　


